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※ 学生の学年・教員の職位表記は2025年度のものです。
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社会とつながる、世界へひらく。実践女子学園の今を届けます。

実践女子学園が進める「社会連携」「グローバル化」の取り組みを紹介。

創立者 下田歌子の「女性が社会を変える、世界を変える。」という精神を体現する

学生・生徒たちの学びと挑戦する姿をお伝えします。

Jissen Women's Educational Institute
04/01~06/30

2025

vol. 01

発行：2025年6月 経営企画部

1

2 3

1 企画・運営した学生スタッフ 2 折り紙作り 3 マラウイコーヒーの試飲

学生発！渋谷から広がるグローバルの輪

「Jissen Global Festival 2025」を
初開催し、新入生を歓迎しました

大学    #学生主体で運営  ＃国際交流イベントグローバル化
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「Jissen Global Festival 2025」が4月19日、渋谷キャンパスで初めて開

催されました。企画・運営は学生団体「J-グローバルコミュニティ」の13
名が担い、多彩な企画を立案・実行しました。当日は、新入生や在学生に
加え、高校生（受験生）や他大学の学生、日本語学校の留学生など幅広い
層が参加。折り紙や英会話ゲーム、語学研修・インターン経験者による
トークライブなどを通して、国際交流と多文化理解が深まりました。ま
た、ジャパンタイムズ、せいぼジャパンなどの企業・団体も協賛・出展し、
英字新聞の配布やマラウイコーヒーの試飲、ブース展示を通じて、学生
と社会をつなぐ実践的な学びの場が提供されました。来場者からは、「普
段会えない留学生や他大学の人と話せて刺激になった」などの声が寄せ
られ、国際交流への意欲を高める機会となりました。このイベントは、今
後も継続開催する予定です。

DATA：【イベント名】Jissen Global Festival 2025【実施
時期】4月19日【関連企業】ジャパンタイムズ、渋谷新聞、
NPO法人「せいぼジャパン」【イベント参加人数】164名

▶詳細は
こちら

学内のグローバル化を促進したいと思い、リーダーに立候補
しました。初開催で不安もありましたが、開催して良かったで
す。春休み中の準備はリモートが中心でイメージ共有に苦労
しましたが、皆が目的に向かって協力してくれました。

大学    ＃学生発プロジェクトが商品化  #進行中社会連携
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1 猿田彦珈琲とのコラボ商品「チアすと」 2 学生発「JJストッキング」販売の様子33

現代社会学科（現：ビジネス社会学科）4年の杉山千紘さんと折田沙樹さ
んが発案した、就活応援ストッキング「チアすと」が、猿田彦珈琲と連携
し、5月に恵比寿本店での限定販売を実現。好評を受け、6月16日からは
都内4店舗に拡大再販されました。このストッキングは、当初学内売店で
販売されていたもので、機能性に加え、「頑張る人を応援したい」という
学生の想いが込められています。販売に至るまでの道のりは決して順調
ではなく試行錯誤を重ねました。店頭での販売場所や見せ方にも工夫を
凝らし、「カフェでふと目に入る“気づきの場所”にこそ意味がある」と
いった着眼点から、商品配置まで学生が提案をしました。今回の取り組
みは、学びと社会とを結びつけ、アイデアを実際に形にした学生主体の
プロジェクトとなりました。

福西メリヤスと共同開発、猿田彦珈琲ともコラボ展開

学生発「JJストッキング」が商品化！
猿田彦珈琲とコラボし「チアすと」として販売02
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猿田彦珈琲さんとのコラボレーショ
ンによりさらにパワーアッ
プした『チアすと』を手
に取っていただけたら
うれしいです！

杉山さんからのコメント

学外の方々にも知っていただきたい
と考えていました！この
商品を通して多くの方
々を応援できたら良い
なと思います！

折田さんからのコメント

DATA：【授業名】篠﨑 香織ゼミ【関連学科】現代社会学科（現：ビ
ジネス社会学科）【販売店舗】恵比寿本店、別館豆屋、駒沢大学
駅店、池袋店）【関連企業】福西メリヤス（株）、（株）猿田彦珈琲

▶詳細は
こちら

運営メンバー（学生）の声 内海真衣さん
現代社会学科（現：ビジネス社会学科）3年
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中学校・高等学校

〒150-0011 東京都渋谷区東1-1-11
TEL：03-3409-1771

〒150-8538 東京都渋谷区東1-1-49
TEL：03-6450-6817

〒191-8510 東京都日野市大坂上4-1-1
TEL：042-585-8817　

大学 日野キャンパス ＃環境デザイン学部 ＃生活科学部
＃食科学部（2026年4月設置）大学 渋谷キャンパス ＃文学部 ＃人間社会学部

＃国際学部
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DATA：【プロジェクト名】2024年女子大学連携産学プロジェクト
「AOJ×博報堂Gravity 」【関連学科】生活環境学科（現：環境デザイン学

科）【実施時期】2024年12月〜2025年1月【関連企業・大学】博報堂
Gravity、跡見学園女子大学、大妻女子大学

『博報堂Gravity』×三女子大学連携での
産学連携プロジェクトを実施

中学校・高等学校 社会連携

実践女子学園中学校高等学校の生徒2名が、5月18日に大相撲五月場所
にボランティアとして参加し、「親方販売SuMALL」で相撲グッズの販売
補助を行いました。品出しや問い合わせ対応に加え、外国人観光客への
英語対応にも挑戦。活動後には幕内の取組を初観戦し、「迫力があり、相
撲の奥深さを感じた」と感想。高大連携を通じて、社会体験と伝統文化
への理解を深める貴重な一日となりました。

実践女子学園中学校高等学校の生徒が、3月にシンガポールまたは台湾
への選択制修学旅行に参加しました。シンガポールコースでは、大学講
義や市内散策、現地学生との英語交流を通じて国際感覚を育みました。
台湾コースでは、歴史・文化施設や夜市を巡り、大学生との交流やラン
タン体験を通し異文化理解を深めました。実体験を通じて語学力や積
極性を伸ばし、大きな学びと自信を得る貴重な5日間となりました。

本学、跡見学園女子大学、大妻女子大学の学生が、博報堂Gravityと連携
し「2035年の社会」をテーマにした産学共同プロジェクトに参加しま
した。衣・食・住・職の4領域について、企業の若手社員と協力しながら未
来を考察し、最終発表を実施。文献調査や討論を重ねたことで、学生た
ちは課題発見力や表現力を高め、将来への視
野と自信を広げる貴重な学びとなりました。

実践女子大学の学生8名が、6月3日に東京日野国際学院で会話ボラン
ティアを行いました。来日して間もない留学生と約1時間、趣味や大学
生活、休日の過ごし方など身近な話題で交流。日本語の上達ぶりに驚い
たという感想もあり、学生にとっても刺激的で学びの多い機会となり
ました。実践的な言語体験を通じて、互いの理解と信頼を深める貴重な
時間となりました。

大相撲5月場所ボランティアに
高校生が参加しました

#高大連携  #社会とつながる学び 中学校・高等学校 グローバル化 ＃修学旅行  ＃深い“気づき”を育む
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大学 社会連携 ＃産学連携×大学連携　#未来社会を考える 
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シンガポール・台湾へ選択制修学旅行
異文化に触れ視野を拡大 !04
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大学 グローバル化 ＃課外活動  # 国際交流 

東京日野国際学院の会話ボランティア
活動に参加しました！05
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DATA：【活動名】大相撲五月場所販売ボランティ
ア【所属・学年】高校2年生【関連企業・大学】日本相
撲協会、実践女子大学

▶詳細は
こちら

DATA：【活動名】東京日野国際学院 会話ボランティア
【参加学科】国文学科、国際学科、人間社会学科、食生活

科学科、環境デザイン学科、現代生活学科【協力】東京
日野国際学院

詳細は
こちら

DATA：【授業名】選択制修学旅行（台湾コース、シンガ

ポールコース）【所属・学年】高校1年生（現2年生）【参加

人数】約200名【実施時期】3月21日～3月25日
▶詳細は

こちら

詳細はこちら

▶


